
学校教育目標「創造性に富み、人間性豊かで心身ともにたくましい児童の育成」 

目指す児童像 ～やさしく かしこく たくましく～ 

令和６年１１月１５日 文責 諫早市立上諫早小学校長 下栁貴美子 

今年は例年の小学校音楽会とは形式を変え、
北諫早中学校で、中学生と北諫早小学校 4年生の
前で本校の 3～5 年生が合唱とリトミックを融合
させた合奏を披露しました。 

子どもたちの表情には緊張が見られました
が、これまでで最もすばらしいと感じられる発表
でした。 
北諫早中学校のステージは一般的な体育館の

舞台で、ヒノキで作られているわけではありませ
ん。「檜(ひのき)舞台」とは、江戸時代にヒノキで
作られた舞台を使うことが許されていたのは幕
府が許可した劇場だけだったため、「檜(ひのき)
舞台」に立つという表現は、頑張った証(あかし)
として現在使われています。 
一生懸命に練習を重ねて今回の発表に臨んだ

発表の場が、上諫早小学校の子どもたちにとって
の「檜(ひのき)舞台」となりました。5 年生が各パートのリーダーとして 3，4 年生を導き、3，4 年生はそれ
に応えるように集中して練習に取り組みました。この取組の成果は、日々の生活の中に生きています。 
 

 
 
 
 

 学校生活の中で、大半を占めるのが授業の時間です。たくさんの情
報に囲まれる中で、情報をどのように手に入れ、どのように活用して
いくかが大切な時代となり、「学ぶ」という概念が大きく変わってきて
います。基礎基本と言われることをしっかりと理解して覚えることだ
けでなく、授業をとおして自分自身で考えて課題を解決し、次の学び
につなげていく主体的な学びができる子ども育てたいと考え、全職員
で授業改善のための研修を行っています。 
先日、1 年生の算数の授業で、諫早市教育委員会の先生に御来校い

ただいて研究授業を行いました。授業の進め方等について御指導・御
助言を受け、全職員で更に授業改善ができるように早速実践している
ところです。 

  
 

 
12 月 10 日は世界人権宣言が採択されたことを記念

して世界人権デーになっています。日本では、12/4～
12/10が人権週間になっています。一人一人の違いを認
め、その違いをいつも以上にお互いに大切したい期間
です。本校においては、お互いを認める第一歩が「あい
さつ」と捉えて子どもたちに指導をしています。もっ
と、さわやかで気持ちの良いあいさつをいつでもでき
るように、学校、家庭、地域の皆様と一緒に声をかけて
いけたらと思いますので、御協力をお願いいたします。 
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11月 18日(月)教育実習開始  

～29日まで 

11月 20日(水)ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校 

11月 21日(木)ふれあい交流会 

       ※校区内高齢者参加 

11月 28日(木)授業参観・懇談会 

12 月 2 日(月)～5 日(月)、12 日・19 日(木) 

    全学年 5 校時終了後 14:30 下校 

12月 6日(金)人権集会 

12 月 10 日(火)標準学力調査(全学年) 

          2 校時:国語 3 校時：算数 

12月 19日(木)長縄大会(9:55～10:40) 

12月 24日(火)2学期終業式 11:35下校 

上小だより 

檜(ひのき)舞台で発表！ 

学校は学びの場…だからこそ常に授業改善 

の予定 12月に頑張りたいこと！ 
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